
フレイルの基礎、はじめから、ていねいに

フレイルのメカニズムを知る
フレイルの発症メカニズムを知り
フレイルの病態を正しく捉えましょう

フレイルサイクル

食事摂取量
の低下

エネルギー
消費量の減少

活動量の
減少 サルコペニア

慢性的な
低栄養

身体機能
の低下 筋力低下

加 齢
生活因子（独居など）

心理的因子（抑うつなど）
各種疾患の併発（生活習慣病など）

加齢や疾病が原因で食欲不振になると食
事の摂取量が減少し、慢性的な低栄養
状態となります。栄養不足の状態が続き
筋肉量や筋力が低下するとサルコペニア
が発現し、そこを起点に足の筋肉量が低
下して歩行速度が落ちたり、身体機能が
低下し全体の活動量が減少します。
活動量が減るとエネルギー消費量も減少
し、エネルギーが消費されなければ食欲
がわかず、食事量も増えず、低栄養や体
重減少が継続しサルコペニアがさらに
進行します。この悪循環がフレイルサ
イクルです。介入の意義は、このフレイ
ルサイクルを断ち切り、健康回復を目指
すことにあります。参考：フレイル診療ガイド 2018 年版　編集主幹：荒井秀典、ライフ・サイエンス、東京、2018

　　　フレイルハンドブック ポケット版　　編集：荒井秀典、ライフ・サイエンス、東京、2016


